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第1部　沿岸の民俗芸能と外の世界をつなぐ
【司会】東日本大震災に際し、岩手県沿岸の民俗
芸能は非常に大きな被害を受けました。それとと
もに、民俗芸能が地域にとって重要だと再認識さ
れる機会になりました。また外部から支援が入っ
たり、いままでなかったような人のつながりがで
きたり、そのなかで民俗芸能や地域社会は少なか
らぬ変化を経験しました。この 2 年間何があった
のか、いまどのような課題に直面しているのか、
率直にお伺いしていきたいと思います。
　第 1 部では橋本裕之先生に基調講演をいただ
き、その次に岩手県立大学総合政策学部の阿部未
幸さんに研究発表をしていただきます。
　第 2 部では阿部武司さん（東北文化財映像研究
所）が撮られた 10 分間の映像をご覧いただいた
あと、3 組の方々からそれぞれ 10 分ほどのお話
をいただいたうえで、ラウンドテーブルで議論を
していただき、最後にご来場のみなさまからのご
発言、ご質問を受け付けたいと思います。
　まず追手門学院大学教授で岩手県文化財保護審
議会委員の橋本裕之先生にお話いただきます。橋
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要　　　旨 　東日本大震災によって岩手県沿岸部の民俗芸能も大きな被害を受けた。同時に被災後
の地域社会において、芸能はさかんに行われ、祭りの復活が「復興」のシンボルになっ
た。また外部からの支援や当事者間の新たなつながりが生まれ、地域社会や当事者の意
識に少なからぬ変化をもたらしている。本シンポジウムでは、震災後何が起き、どのよ
うな過程を経て芸能が再び行われるようになったのか、また外部との関係によってどの
ような変化がもたらされたのか、民俗芸能の当事者が講演した。その中で、震災後の民
俗芸能は人々の精神的な支えとなり、人々が集まる場を提供する役割を担ってきたこと、
居住地や職場の確保など、現在の民俗芸能継承の課題は震災復興そのものの課題である
ことなどが明らかになった。
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本先生は震災後文字通りかけずり回って民俗芸能
の支援をされた方です。
【橋本裕之】主に外部社会との関係を踏まえて話
をします。被災の様子、外部からの支援、私自身
の役割などについて話して欲しいとのことです。
当然後半に話される方々のお名前は話の流れで出
てくると思います。
　まず話しておくべきことは、沿岸の民俗芸能は
そもそも外に開かれていたということです。
　虎舞は近松門左衛門の浄瑠璃国性但合戦におけ
る和籐内の虎退治の伝説がモチーフになってい
て、江戸から入ってくる都市文化です。実際鵜住
居も言葉が京都っぽいと言われます。さらに、静
岡、四国など太平洋側に非常に広域な漁業のネッ
トワークがあって、そういう中で、例えば今回大
きな被害を受けた両石虎舞（佂石市）もいろいろ
な地域からの寄せ集めであると地元で語られてい
ます。このように非常に開かれた関係の中に沿岸
はあったわけです。漁業と漁民のネットワークと
いうのは広域のつながりがあって、その中で莫大
な財産・経済的な蓄積が沿岸に集中していまし
た。だからこそ、鵜鳥神楽（普代村）や黒森神楽
（宮古市）のように、100 キロメートルくらいの
広域を巡行していくということも成立していたわ
けです。
　もちろん神楽というものは広域の信仰圏があっ
てのことなのですけど、同時に沿岸はお金が回る
豊かな場所であります。つまり決して僻地ではな
かったということです。豊かだったから芸能があ
るということを強調しておかないといけない。そ
のパトロンとしては庄屋さんとか船主さんとか大
地主の人たちが、鵜鳥神楽や黒森神楽の宿をやっ
てきているわけです。震災の時には地域の中にお
られる大きなお家がパトロンになって、被災した
地域の支援者にもなっていくわけです。
　パール・バックという小説家が和歌山の津波の
ことをモチーフとして『つなみ』という小説を書
いています。これは映画にもなっているのですけ
ど、その中で、地主さんが主人公の男の子を養子
にしようとするのです。どうして私なのと聞いた
ら、それは君のことが好きだからと言われる。つ
まり非常に優秀な子なので養子にしたいわけで
す。他の子じゃだめなのと聞いたら、興味ないか
らと、ある意味残酷な支援のあり方です。つまり、
気だてのいい子は子守で使い、力持ちの子は使用
人で使い、勉強のできる子は跡取りにと、非常に
細かいコンテキストを理解したうえで支援してい
く、かゆいところに手が届くようなサポートのあ
り方というのがあったのです。それは大きな財を
蓄積したお家のミッションだったというわけです。
　ただ、そういう支援者が昭和 30 年代以降経済
的な構造の変動によって、地域内部にいなくなっ
ていきます。急激に沿岸は僻地になって経済的に
も衰えていきます。漁業の問題です。そうしたと
きに、中間支援という存在が非常に必要になって
くる。つまりお金を持っている日本財団やニュー
ヨークのワールド・モニュメント・ファンドは
とんでもなく遠いところにいる。そうすると、そ
の間を仲介していく人が必要になります。私の役
割のひとつは中間支援ということだろうと思いま
す。私だけではなく、阿部武司さんとか、今日は
いらっしゃっていない飯坂真紀さん（画家、雑誌
『とりら』編集長）と一緒に動いてきました。
　中間支援者としての役割は大きく 3 つだと思い
ます。1 つ目は道具の支援です。まずこれに関し
て言うと、日本財団が大きかったと思います。実
は今日来ている鵜住居虎舞には日本財団の支援が
入らなかったのです。なぜなら、あまりにも被害
が激しくて無理だろうという判断がなされたので
す。私は、何とかできないかと思って、いろいろ
手伝ってきました。今朝岩手日報でご覧になった
と思うのですけど、（鵜住居の）神ノ沢鹿舞の解
説本ができました1）。これもある意味で道具の支
援だと思います。解説本も伝承を支えていくとき
の重要な資源となります。ナショナル・トラスト
や企業メセナなど、全日本郷土芸能協会の小岩秀
太郎さんと一緒にいろいろな申請や処理をしてき
ました。さらに文化庁と岩手日報の「幸せ出ずる
国～いわての文化遺産復興・発信事業」でお金を
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つけていっています。これが 1 つ目です。
　だけど岩手の人は大きな家に住んでいるケース
が多いので、置き場所の重要性にあまり気がつい
ていなかったようなのですが、大きな太鼓が届い
てみると「どこに置くべ、さあ困った」という話
になります。2 つ目は倉庫や稽古場の問題です。
これはユネスコの支援で片岸虎舞や両石虎舞（佂
石市）などにつけることができましたし、岩手県
庁でも制度設計を手伝いまして、城山虎舞（大槌
町）などはいち早く大きな稽古場を作ったりして
おります。つまり、場の支援ということです。こ
れは、今日出てくださいます鵜鳥神楽の巡行の支
援という形で別の展開も行いました。箱崎白浜の
笹山奈奈子さんのお父様が鵜鳥神楽の宿主なので
それを代行するという形で、巡行先の公演の場所
をサポートされていて、それをお手伝いしていま
す。いわば押し掛けのような形で、震災後いくつ
か宿を作ったり、笹山ご夫婦と公演の場をもうけ
たり、鵜鳥神楽に関西へ行ってもらったりという
ことをして参りました。場所の支援は、狭くい
うと倉庫とか稽古場や集会所のような場所、広く
いうと芸能が公演される社会的なコンテキストで
す。鵜鳥神楽と黒森神楽の場合、広域に巡行して
いくという上演形態そのものをサポートすること
によって、コミュニティの人たちに芸能好きな人
が多いので、芸能をやることによって人がそこに
集まってくる。そういうことによって地域の再建
につなげていけるのではないかと考えました。文
化財を守りたいとか、文化財保護審議会委員なの
で怒られますけど、正直そんなことはどうでもい
いかなと思っています。
　芸能をやることによって人がもう一回集まって
くるようになるだろうということで、それで考え
なくてはならないと思ったのが、3 つ目、これが
一番深刻な問題です。雇用や産業の確保・獲得で
す。雇用をどう創出するか、産業をどう構築でき
るかです。1 月 13 日に NHK で放送された「復興
サポート」という番組に、今日来ている笹山夫婦、
佐々木さんが出ました。同番組では、郷土芸能を
通して地域づくりがどうできるかという議論をし
ました。そこから展開しまして、笹山奈奈子さん
のお名前から、政幸さんと私とで「奈奈子祭」と
いう名前をでっち上げて、白浜の鵜鳥神楽のお宿
であるお家でイベントをやりました。これは地元
の人たちに楽しんでもらうとともに、JTB のツ
アーも作って外部からの観光客も導入してお金が
回る仕組みを作ろうと考えました。
　おそらく今年度まではいろんな予算が出ると思
います。ナショナル・トラストは10年やると言っ
ていますけど、おそらく多くの支援団体がやめて
いくと思うのです。これで南海トラフ地震などが
きたら岩手県沿岸のことは誰も意識しなくなりま
す。私も大阪にいますけどもうほとんど話題にな
りません。将来像はまったく見えません。それで
すごく焦ってしまう部分もあるのですけど、支援
がなくなったあとにまわしていくような仕組み、
被災地観光のような、誤解を恐れずにいえば、被
災地観光のコンテンツとして芸能を使えないかと
思っています。そのことで、例えば 1 万円でも出
演している人にお金がいけばと思いました。陸前
高田うごく七夕まつり川原祭組の岡本翔馬さんと
いう 30 歳になったばかりの人と話していたら、
収入 40 万円の人に 1 万円は小さいかもしれない、
でも収入が 12 万円だと 13 万円になるからすごく
大きいのだ、だからぜひやってほしいと言われま
した。何が正しいかわからないですけど、外部の
お金を導入して動いていく経済的な基盤、そこで
皆さんが暮らしていけるような基盤を作っていく
ことをしなくてはならない段階に入っていると思
います。他にも「びいなすクルーズ」というもの
があって、豪華客船なんて乗ることなく一生終わ
ると思っていたのですが、9 月 8 日から 1 週間く
らい鵜住居虎舞の 8 人と私とで行こうと思ってい
ます。これも被災地にお金を落としていく仕組み
として、今の被災地の問題、観光地化していくと
きの問題を解決できるのではないかと働きかけた
ことです。
　もうひとつ重要なのは、見市さんが言ってい
た「さまざまな人のつながりができ、地域に少な
からぬ変化をもたらした」ということです。鵜鳥
p091_110_見市_07.indd   93 13/11/22   14:03
－ 94 －
総合政策　第15巻第 1 号（2013）
神楽はある意味でその好例だと思います。「もう
いいや」と思っている人に強制する権利は私たち
にはありません。やりたいけど道具がないから諦
める、しかし道具があればやろうという人たちの
きっかけになるならば、サポートしようと思って
いました。そうこうしているうちに考えたのは、
やりたいという気持ちや心を後押しする人のネッ
トワークを作り出していくということです。今日
は来られていませんけど、去年の 3 月 25 日の『岩
手日報』に岩鼻金男さんという鵜住居虎舞のメン
バーが私に送ったメールが掲載されました。阿部
武司さんが映像にもされてYou Tubeにもあがっ
ているのですけど、彼の場合、お母さんとお嬢さ
んを亡くされて非常につらい悲しい気持ちを、笛
を吹くことによって表現されています。そういう
気持ちをどういう風にサポートしていけるかです。
　鵜鳥神楽の場合は震災には関係なく超高齢化集
団でした。今日若手代表として来られている工藤
さんは非常に上手い舞手ですが、なかなかモチ
ベーションが続かない部分があったかもしれな
い。むしろこの震災が契機となって我々研究者が
関わったりしてだんだんネットワークが広がっ
てきました。本来神楽衆と宿主というのは 2 年に
一度しか会わない、わりとか細い関係なのですけ
ど、最近工藤さんと笹山さん夫婦は頻繁に会って、
ネットワークがすごく強くなってきている気がし
ます。そういう関係のなかで、なんと笹山さん夫
婦のお子さんが普代村の役場に合格して、神楽衆
に加わることになりました。佂石という大変遠い
ところの神楽宿からメンバーができて後継者に
なっていく。そのことにまるで惹かれるかのよう
に止めて休んでいた人たちが戻ってきたりして、
今とてもいい雰囲気になってきています。震災の
おかげなどと言うととんでもない物言いかも知れ
ないですけど、これをきっかけに前向きに作って
いかなければならないという話をしています。そ
の辺はご自分がその渦中で奮闘されている工藤さ
んが、いろいろなお話をいただけると思います。
そういう気持ちや心をサポートしていくことも支
援の中でやってきたことだと思っています。
　この後阿部武司さんが作ってくれたチラシを配
りますが、雁舞道七福神（大槌町）の支援、こう
いうことが今でも必要です。だから、第一段階の
道具の支援も終わっていません。その次は倉庫や
稽古場の問題。それができたとしても、働く場所
をどのように確保するか、お金の回りをどうする
か、芸能を維持していこうとする気持ちをどう促
していくかということが、みんなでやってきたこ
とだと思います。支援するされるではなく、一緒
になにかをやっていくということだと思います。
　最後に言いたいのは、例えば笹山さん、浦浜念
仏剣舞（大船渡市）の古水さんなど何人かの非常
に優秀な、早くに支援を得て自分たちの団体を立
て直していこうとしている方たちが、今度はまだ
支援が遅れている団体を手伝っておられることで
す。最初は私が申請書のお手伝いしていたのです
けど、笹山さんはそれを覚えてどんどんやってく
れています。これは支援されるということではな
く、被災された人たち自身が自分たちでどうやっ
てこの状況を生き抜いていくかという段階に入っ
ていることだと思います。そのときに、私も同じ
ようにしながらこれから動いていくのだろうと思
います。
　よろしければ「『神之沢鹿子踊解説』復刊秘話」
という文章（注 1 参照）に書いてある「ぐちゃぐ
ちゃなリレー」について読んでいただければと思
います。そういう中で何か少しでもいい未来が手
繰り寄せらればいいな、と思っています。今日は
ご本人たちの生のお話を聞ける、震災後おそらく
初めての試みじゃないかなと思います。
【阿部未幸】岩手県立大学総合政策学部 4 年の阿
部未幸と申します。私は岩泉町の小本地区という、
面積が大きい岩泉町のなかの小さな町の出身で中
野七頭舞という芸能をずっと続けてまいりまし
た。そしてそれを大学まで続けてきたことをきっ
かけに、見市先生や橋本先生、雑誌『とりら』を
編集なさっている飯坂さんと出会うことができま
して、沿岸特集号として中野七頭舞の記事も執筆
させていただきました2）。
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　今回は大学の卒業研究をもとに、中野七頭舞と
地域社会、そして震災前からあった外との関係に
ついて発表させていただきます。題目は「地域に
おける郷土芸能の役割と今後の可能性　岩手県岩
泉町中野七頭舞を事例として」です。
　私が研究の目的として挙げたのは、地域社会を
把握するひとつの資本として、各地域で受け継が
れてきた郷土芸能があるのではないかということ
です。そこで本研究では受け継がれてきた郷土芸
能の一事例として、中野七頭舞を対象としました。
郷土芸能がどのような縁やつながりを生み出して
地域コミュニティの形成や維持に関与しているの
か、地域コミュニティにおける郷土芸能の役割や
今後の可能性を探求することを目的としています。
　小本地区は岩泉町で唯一沿岸に接している地区
です。人口は 1759 人、世帯数は 675 です。農業
や漁業を主として働く人や兼業農家も多い地域で
す。震災においては岩泉町の中で唯一被災して今
も津波の爪あとが大きく残されています。
　中野七頭舞は天保時代に工藤喜太郎によって創
始されたものです。それぞれの役割を表す道具や
舞の種類は中野集落に生きる農民のエネルギーや
収穫の喜びを表す構成となっています。道具の種
類は先打ち／谷地払い／薙刀／太刀／杵／小鳥／
ササラスリの 7 種類、舞の種類も道具取り／横跳
ね／戦い／ツットウツ／チラシ／三足／道具納め
の7種類です。装束はこのような感じで袴と鎧も、
烏帽子をつけてそれぞれの道具を持って踊ります
（写真）。お囃子は太鼓と笛、鐘の三拍子となって
います。保存会は 1976 年 3 月 4 日に結成されま
した。それから小本小学校にクラブができて、郷
土理解などの教材の面としても注目されていま
す。現在では中野七頭舞の愛好者も多くなってき
ていまして、関東・北海道・広島など県外の人に
よって取り組まれています。
　ではこれまで小本地区の中で中野七頭舞がどの
ように息づいてきたのかを見ます。保存会の主要
な活動としては、主に 3 つ挙げられます。まず、
さまざまな団体から依頼され舞を披露するイベン
ト、それから小本小学校をはじめとした舞の指導、
それから地域内で中野七頭舞に取り組む団体への
講習です。保存会は一人ひとりが担える役割の豊
富さ、また地域内外で中野七頭舞に取り組む人が
多くいることにより、「自在に」メンバーを構成
することができています。小本小学校では上級生
から下級生に指導するという仕組みが確立されて
います。低学年は小さいころから常に舞を見て育
つという環境が整っている状況です。小本小学校
を卒業した人々は定期的に中野七頭舞のために小
本地区へ戻る人が多いです。
　次に、外との関係ということで、首都圏で踊ら
れる中野七頭舞についてです。本研究においては、
首都圏で中野七頭舞に取り組む団体のひとつであ
る「一の会」の協力を得てアンケート調査を実施
しました。ここから分かったことの一部を挙げま
すと、中野七頭舞は首都圏で取り組む人々にとっ
て居住地や会社が異なっていてもみなが集い出会
う「擬似的なコミュニティ」を形成しているとい
うこと、また保存会を含めた仲間の集まりの周り
に集う人に魅力を感じているということ、保存会
の「閉じない」運営形態、依頼があれば熱心に指
導する、多くの公演を受け入れる、臨む姿勢が舞
を学ぶ人の心を動かしていることも明らかになり
ました。
　一方で、いかに舞やお囃子をよく見せようかと
いう面に気持ちが向いている人と、小本地区に保
写真 中野七頭舞によるツットウツの演舞。農作
業の最も忙しい秋の収穫の様子を表す。
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存会があるからこそ自分たちは取り組むことがで
きると考えている人、復興の一助になりたいと考
えている人がいることが分かり、そこで考え方の
差ができている事実が明らかになりました。
　次に、小本地区が中野七頭舞に、震災にどう直
面したのかまとめていきます。震災後、愛好者か
ら様々な支援がありました。チャリティーイベン
トにおいては愛好者が中野七頭舞を披露して小
本地区への義援金を呼びかけたほか、「一の会」
では復興支援 T シャツを販売して、その売り上
げを保存会に寄付する活動を行っていただきまし
た。これらの活動によって、津波によって衣装を
流されてしまったメンバーは新しい衣装を手に入
れることができました。また震災後は、多くの支
援者から義援金が集まりました。そのほとんどは
中野七頭舞を習いに熱心に足を運んでいた人々や
団体でした。また保存会では集まった義援金の一
部をそのまま岩泉町に 200 万円寄付しました。
　ではこれまで記述してきた内容をもとに、中野
七頭舞が多様な担い手によって成立しているの
か、その成立要因を見ていきます。小本地区在住
の保存会のメンバーを核としながら、他地域に在
住している保存会のメンバー、地域外の中野七頭
舞に関わる人が重層的に担い手を確保する仕組み
につながっていると言えます。ここで、地域外の
人々とつながることについて保存会メンバーの証
言を聞きます。
　二代目の会長は「正しい踊りを伝えることも大
事だが、人と人とのつながりが一番大事」と述べ
ています。現保存会会長は「来るもの拒まず。だ
けどレベルは下げない。それを許しちゃだめ。保
存会の『目』で判断する」と述べています。
　これらの証言から多様な担い手は保存会を中心
に地域を越えた縁を尊重し、一地域内で閉じない
運営を続けてきた結果だといえます。保存会の当
事者たちは保存会としての舞やお囃子のレベルと
士気の高さを保つ努力を怠ることはしません。ほ
かの多くの郷土芸能がそうであるように、保存会
とともに演舞できるレベルの線引きを持っている
ことが明らかとなりました。主に小本地区出身と、
小本小学校で中野七頭舞に触れてきた人々と、そ
れから外の人との線引きがされています。本来の
中野七頭舞の継承していく努力もここにあると言
えます。中野七頭舞は様々な地域や世代を超えて
重層的に、立体的に成り立っている芸能といえま
す。保存会の指導の工夫や講習会など様々な立場
の人を超えた協力の上に中野七頭舞が成り立って
いることも明らかになりました。次に保存会結成
当初の 1976 年から 81 年ころの構造を見ます。小
本小学校への指導や北上みちのく芸能まつりへの
年度
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図 1　中野七頭舞の公演回数の推移
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出演、県外への公演が多くなるきっか
けを作った東京民族舞踊教育研究会との
出会い、それらの中心人物の千田任男氏
（元小本小学校教員）や古矢比佐子氏（東
京民族舞踊教育研究会・元研究部長）と
の出会いをきっかけに、どれひとつが欠
けても現在の中野七頭舞は作られなかっ
たといっていいと思います。公演回数の
推移をみると、町外に初めて公演するこ
ととなった 1978 年の北上みちのく芸能
まつりをきっかけに町外での公演が多く
なっています。1981 年の東京民族舞踊
教育研究会との出会いをきっかけに、県
外での公演・講習会が増加してきたこと
が読み取れます（図 1）。
　そして現在の中野七頭舞は、保存会、それから
小本小学校、そして中野七頭舞のために地域へ戻
る U ターン者、そして外の団体、東京民族舞踊
教育研究会をはじめとする地域外のグループに
よって、成り立っています（図 2）。それぞれが
独立しているわけではなく、一体的なネットワー
クとしてつながりを持っています。
　一例を説明しますと、小本小学校の伝承システ
ムを経験している人は卒業後 U ターン者として、
保存会の活動の呼びかけにより中野七頭舞のため
に地域へ戻ります。また保存会は講習会などを通
して地域外のグループへ舞の講習を行い、地域外
のグループは講習会や公演、今回のような震災時
における支援もあります。これらの諸要因は、結
成当時からひとつも欠落しておらずそのまま維持
されています。
　最後に中野七頭舞を通して、明らかになった郷
土芸能の役割を見ていきます。郷土芸能を通して
人々が地域に集い郷土芸能のために地域へ戻ると
いう潜在的機能があることがわかります。これら
は集落の中でこのようなきっかけ要因が多様に存
在することにより、集落の存続が可能になって
いったのではないでしょうか。郷土芸能は地域社
会の現状を測る指標であり、地域社会の縮図と言
えます。これらのような郷土芸能は、地域の人と
の思いをひとつにするものであり、地域社会を存
続させる一面を持ち合わせているといえると思い
ます。
第2部 地域を支えるチカラとしての
民俗芸能
ビデオ上映「3.11 東日本大震災以降の岩手三陸
沿岸部の民俗芸能」（制作：東北文化財映像研究
所、監修：見市建）3）
【佐々木忠行】鵜住居青年会の佐々木といいます。
実は私は 12～13 年くらい前に転勤になりまして、
盛岡に住んでおります。活動は継続してきました。
それは震災前の話です。震災当日は、先ほど橋本
先生からメンバーの岩鼻の話がありましたが、彼
と夜一緒にいました。岩鼻も盛岡で働いているの
で、その日 2 人で会って、大変だなあ、どうなる
のかなあという話を二人でしていました。そうし
ているうちに、岩鼻がまさに地震があったときに
電話で話をしていた息子さんとの会話の内容を思
い出しました。息子さんと娘さんが地震の前に話
をしていた、という話を急に思い出したのです。
普段なら娘さんは学校にいる時間だったのです
が、その日に限ってクラブ活動がなくて、その震
災に遭われてしまいました。今の映像にもありま
した防災センターに逃げて犠牲になってしまいま
図 2　現在の中野七頭舞の成立を可能にする諸要因の関係
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した。
　もちろん、震災当日、郷土芸能や虎舞は全く頭
になかったです。あまりにも光景が悲惨すぎて、
私も理解し、受け入れるのに本当に時間がかかり
ました。何が起こったのか全くわかりませんでし
た。そのうちに、どこかの団体が、私の知る限り
大槌が一番早かったかと思いますが、（5 月の）
連休に虎舞を再開したのです。私個人はあの震災
の後、もう虎舞なんてできないだろう、やっても
いいのか、そういう気持ちにすらなっていました。
そのため、逆に不謹慎ではないかという思いもあ
りました。しかし、大槌の人たちが虎舞をやった
のです。それは大槌の人たちのためにやろうとい
うことでした。賛否両論はあったでしょうが、す
ばらしい決断をしたのではないかと、私は個人的
に思っています。
　沿岸地区では 1 年に 1 回お祭りがあります。も
ちろん、盛岡にもさんさ祭りとかあって盛り上が
りますが、うちらみたいな小さな地域でもお祭り
というのが 1 年に 1 回あります。それをみんな楽
しみにしています。そのために 1 年間、仕事の合
間をみながら、時期になるとみんなが集まって練
習したり馬鹿話したりして交流を深めながら、お
祭りをどうやったら成功させられるかをみんなで
一生懸命考えて、燃えるんです。子供たちもそう
です。それで地域が一体化してやっていくのがお
祭りです。また、例えばお祝い事、結婚式とか、
あるいは観光客が来たりすると、虎舞が披露され
ます。これはおそらく佂石、大槌、山田、全部に
言えます。
　震災当日、運営できる状態ではなく、道具など
もすべて津波に流されてしまいましたので、まず
は人の安否の確認、それが終わって道具です。私
は震災の後何回か行っているのですが、10 日く
らいしたら、青年会の人たちが道具を集めていま
した。当然使い物にならないです、柱とか（衣装の）
ズボンとかそういうものです。みんなどういう思
いかわかりませんが、集めていました、壊れたも
のもすべてです。そういう光景を見ていると、「が
んばんなきゃならないな」となにかこう胸にくる
ものがありました。
　我々、東京の荒馬座さんというプロフェッショ
ナルの団体と交流を持っていました。その荒馬座
さんが、タオルを作ってそれを販売したそうです。
その売り上げを義援金として、金額は分かりませ
んが、それを物資と一緒にわざわざ持って来てく
れました。そういう人たちがいて、いくらか資金
集まってきていまして、全然足りていないのです
が、それで太鼓を張り替えたり、柱なども自分た
ちで材料から作り直したりしました。復活までは
正直まだいってないのですが、そういう人たちの
集まりがあって、支援があって、一応虎舞を披露
するくらいには今至っています。
　先ほどお祭りの話がありましたが、お祭りが
あってその地域の人たちの家を一軒一軒まわって
歩いて、その収入が 1 年間の鵜住居虎舞の活動資
金になります。その資金が今途絶えているので、
当然家もありませんし、仮設住宅に行ってお披露
目したという例もありますけど、資金は全然足り
ません。ただ、人が集まって今虎舞ができてい
るっていうことが幸せなのかなと思っています。
うちみたいな小さなお祭りなんかでも、今ここに
いらっしゃる阿部武司さんに一生懸命撮影しても
らって、熱い想いも感じています。
　我々にとってはたかが虎舞されど虎舞なので
す。やっぱりお祭りになると、地域のみんなが特
別な想いがあってみんな一緒にまとまれるという
のが本当に大事です。現在も、虎舞の活動がある
ので若い人たちが集まっています。その度に狭い
場所で練習したり、正直満足な練習はできないで
すが、いろいろそういう思いをしながらやってい
る次第です。一応私も 45 歳になるのですが、踊
ります。普通この年代になると、頭なんかは踊り
ません。踊れなくなります。そのくらいハードな
踊りです。けれども、まだわたしも若い人たちに
混ざってばか騒ぎしたいものですから、一生懸命
取り残されないように頑張ってやっています。
　今残されている青年会の人たちも正直自分たち
がどうやったら復興するかということは分からな
いと思います。実際私もどうなれば復興になるの
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かということは全く分かりません。道具が立派
になって屋台を立派に作ってそれで復興かといえ
ば、それは全然違うと思います。
　まずは、地域の住民の人たちがいなければ話に
ならないし、雇用がないと人がどんどん出ます。
当然、仕事をして生活しなければならない。われ
われプロの集団ではなく、好きな者の集まりなの
で、そこに仕事、職がないとそこにいれないし、
それが私は一番問題だと思っています。そして今
一生懸命復興プロジェクトなどもやっています
が、正直沿岸のほうでは何一つ変わっていませ
ん。何もできていません。話はしているのですけ
ど、たぶん個人の土地の問題などいろいろあるの
でしょう、私にはちょっとわかりません。（土地を）
かさ上げするということで工事をやってはいるの
でしょうが、目に見えて復興しているようには全
く思えません。ただ瓦礫が整理されて山積みにな
り、片付けられているという状況だけです。それ
は佂石だけでなくどこでもそうだと思います。
　では、なぜ虎舞をやらなければならないのかと
言われると、やはりさきほどの映像がすべてなの
です。一人一人がみな熱いです。何かに集中でき
る、何かにすがれる、そのために一年間たった一
回のお祭りのために、みんな練習をしています。
地域の人たちもこの日に限ってはご馳走を作った
りしてお祝いする。特別な日として、やはりお祭
は欠かせないと思います。だからなんとか地域が
前のように復活してお祭りが当たり前にできれば
いいなと思っていますが、正直、10 年、15 年で
は復興できるような状況ではないです。
【笹山政幸】佂石の箱崎白浜の鵜鳥神楽宿主とい
うことにはなっているのですが、実際宿をやって
いるのは嫁の実家で、私が宿主を代行していると
いう形になっております。
　箱崎白浜という地域は、佂石に大きな半島があ
りましてその先には誰も住んでいないという一番
先の地区になります。この東日本大震災の際には、
半島の根元のあたりの根浜海岸が津波の被害にあ
いまして、道路も寸断されて陸の孤島となりまし
た。箱崎白浜でも半分以上は家が流出して、小学
校に避難していた住民が車で避難所に逃げられな
いということで、住民全員がヘリコプターで市内
の避難所に逃げたという地区です。
　この地区では、津波の年は鵜鳥神楽が北回りの
年でしたので4）、年が明けて 1 月が巡行だという
こともあり、地震で壊れたお風呂を全部改装して、
震災後すぐ神楽を迎える準備をしました。しかし、
鵜鳥神社さんから今年は神楽の巡行は自粛という
噂が聞こえてきました。この鵜鳥神楽の巡行自体
が明治以降になって回っている巡行なのですが、
私と嫁と嫁の家族と、その長い歴史を途絶えさせ
たくない、うちがやればできるだろうと相談しま
した。隣の箱崎地区という地区とうちと湾を挟ん
で大槌川を挟んで向かい側に室浜という地区があ
り、そこにも神楽宿があったのですが、室浜地区
の宿は流出して跡形もない状態で、隣の箱崎地区
も家はあったのですがすごく被害が大きくてでき
る状態ではありませんでした。残されたのはうち
だけなので、どうにかこの巡行を止めずにできな
いかと思いまして、お風呂と家を直しました。い
よいよ神楽さんのほうから年末の 12 月 25 日に自
粛の要請書を持ってお伺いしますという話を聞い
ていました。宿としては神楽さんに自粛しますと
言われれば、それを受け入れるしかないので、ど
うしたものかなと自分なりに考えました。来られ
る前にうちから神社へ行ってしまおうということ
で、12 月 4 日、ほぼ前ぶれもなしに鵜鳥神社に
私と嫁と出向きまして、その場で宮司さんにお願
いしました。
　箱崎白浜地区というのは家が半分流されていま
して、仮設住宅に入った人もいるのですけど、市
内のいろいろな仮設に点在していまして、それま
で津波前に築かれていたコミュニティが完全に破
壊されていた地区でした。私たちとしては神楽に
よって、普段離れている人が一日でもいいから白
浜に帰って来られる機会を作りたいという意図も
ありました。また巡行の歴史を途絶えさせてはい
けないという、向かいの室浜の宿と箱崎地区の、
やりたいだろうがやる場所がなくなった宿主さん
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の思いを受け取り、鵜鳥神社でその思いを宮司さ
んと神楽の代表の人にぶつけました。そしたら、
その場でそれではやりましょうということにな
り、去年の 1 月に無事鵜鳥神楽の白浜巡行という
のがうち一軒だけだったのですが実現しました。
室浜の宿主さんのお家は流出していてどこに避難
しているのか分からなかったのですが、箱崎の宿
主さんのところにはうちは抜け駆けじゃなく箱崎
さんの分も引き受けましたということを事前に伝
えて、鵜鳥神楽の白浜巡行を行いました。
　その日だけは市内の仮設に散らばっていた、震
災後ほぼ来ていなかった人たちもみんなその日だ
けは笑って昔の懐かしいいろいろな話をしまし
た。神楽を見に来る、震災前のコミュニティを取
り戻す、目的は何であれ人々が集まりました。
　今年も 2 月 24 日、鵜鳥神楽が北回りですので、
南回りがちょうど黒森神楽の巡行になっていまし
た。南はうちの地区まで来ないでひとつ手前の集
落の根浜の宝来館というホテルで巡行をやるので
すけど、一年に一回しか白浜では芸能は来ません
ので、今年は何もない年でした。そこで、しばら
くまた仮設に、いろいろなところに散らばってい
る人たちを集めたいなと思い、NHK の「復興サ
ポート」という番組での鵜住居地区の芸能団体の
方々と座談会で、ちょうどこの隣にいる佐々木さ
んが 5 年後、10 年後とか、自分が生きている間
に鵜住居地区の郷土芸能祭ができればいいなとい
う話を、夢物語のように語ったわけなのです。そ
したら、その話にここにいるうちの嫁が「じゃあ
やろうよ」と無責任な返事をしてしまい、目の前
にいた櫻舞太鼓さんという佂石の南のはずれのほ
うの地区なのですが、その場で交渉してしまいま
した。櫻舞太鼓さんも乗りがよくその場でいいで
すよと一団体決まって、もう後に引けない状態に
なりました。橋本さんと 2 人で、言い出しはうち
の嫁だから「奈奈子祭」にでもしとくかと冗談半
分で名前をつけたらそのとおりになってしまいま
した。
　実際この奈奈子祭にしても、うちの白浜でやる
ということで、鵜鳥神楽の巡行もそうなのですが、
神楽衆が泊まって、それの食事からお世話から全
部、宿で負担します。奈奈子祭も行政などが一切
絡まない宿神楽と同じようにやるような感じでし
たので、ほぼ資金のめどが立ってないような状態
でした。それから橋本さんといろいろ相談しまし
て、「奈奈子祭応援募金」を募り、橋本さんの知
り合いの方を通じて協賛していただきました。今
日、この会場にもその募金や協賛金を頂いた方々
がかなりおります。みなさんの協賛金や募金が
あって、思いがひとつになって5団体、桜舞太鼓・
鵜住居虎舞・早池峰岳神楽・田郷鹿子踊・鵜鳥神
楽という 5 団体、一日朝 9 時から 16 時まで大盛
況で終わることができました。
　発案は私と嫁と橋本先生だったのですが、いざ
終わってみれば、皆さんに支えてもらった、皆さ
んなしではできなかった芸能でした。また、これ
も 1 年おきにやる鵜鳥神楽の巡行と同じように地
域の方がまた仮設から駆けつけてくれたり、仮設
から駆けつけた方々も台所に入ってお昼ごはんな
どを作っていただいたり、たった一日だったので
すが、津波前の地域のコミュニティが取り戻せた
ような気がして、皆さんのおかげですごく有意義
なまつりだったと思いました。
【笹山奈奈子】震災後避難所にたくさんの芸能人
の方とかがいらしてみんなを元気づけてくれたの
は確かなのですけど、ふと避難所で震災 4ヶ月後
くらいに避難所のスケジュールのところを見てい
たら、郷土芸能が何もないなと思い、そういえば
鵜鳥の皆さんは来てくれるかなということで、鵜
鳥の神楽衆の方にメールをして、避難所に来て神
楽の舞を年寄りの人たちに見せて喜ばせてほしい
と本当に無理なお願いをしました。
　最初ちょっと渋っていたのですけど来てくれる
ということでした。沢山の人たちが亡くなった後
に神様を呼ぶのはどうかなという迷いもあったの
ですが、いざ鵜鳥神楽さん来るよというと、仮設
に移った人、みなし仮設にいる人、親類のところ
に身を寄せている人、沢山来ていただきました。
避難所の体育館で神楽を見ることができて本当に
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嬉しかったと、身内を亡くした人も涙を流しなが
ら本当に喜んでくれてよかったなというのもあり
ましたし、白浜というのは小さな集落なのでみん
なが集まる場が震災後なくて、まず第一回、そう
いうのをやって人が集まってコミュニティが一日
だけでも取り戻せたというのがずっと心にありま
した。
　同じ年の 11 月、その間に佂石のいろいろなと
ころで復興イベントをやっていたのですが、まず
うちの集落は町内会もそういう動きを見せない
し、ただみんなが毎日日々寂しく過ごしていると
いう状態だったので、やっぱりそこで郷土芸能と
か関係なく、踊りを見せたいと思いました。それ
で、なんのつてもなかったという訳ではないので
すけど、私が前に見て感動した奥州市水沢のよさ
こいソーランの幻夢伝というチームに声をかけた
ら、本当に寒いなか浜のほうで踊ってくれました。
ばあちゃんとかボランティアの人も沢山来ていた
だいて、その時には 2 日間イベントをしたのです
けど、みんな総出で炊き出しをして、踊りを見て
ご飯を食べるという参加型のイベントをしました。
　それから鵜鳥神楽の巡行を翌年に控えて一番何
が困ったかというと、実は震災の晩と次の日に家
を流された人たちが毛布など寒さをしのげる寝具
類が何もなかったのです。それでうちの家から
全部避難所に配ってしまい、うちに布団がほとん
どない状態だったのです。押入れを開けたら布団
がない、神楽さんが来て泊まっても布団がないぞ
とうちの母に怒られて、それも沢山の支援の中か
らある程度用意することができました。巡行の時
にも佂石の市内に点々バラバラとなってしまった
白浜のみんなに声をかけたら沢山の人が来ていた
だきました。ただ見に来るのだけではなくて、田
舎では来れば台所に必ずみんな顔を出すのです、
女性の方は特に。すると、何かしなければと思っ
て台所ばっかりぎゅうぎゅうになってしまうので
す。そんなに大きくない家なのですけど、人が集
まって、料理をしたりや神楽を見るのが笑いの場
になります。でもやはりいろいろなことを思い出
して涙する場面もあります。
　今回の奈奈子祭でも最初に桜舞太鼓を見て、私
の隣にたまたまいた、今は佂石のほうにお家を建
てて住んでいる人なのですが、旦那さんと義理の
お母さんを津波で亡くして涙していたのです。「旦
那にも聞かせたかった、聞こえているかなこの太
鼓の音」と呟いて涙していました。そういうのを
見るとちょっとつらいなと思ったのですけど、生
かされた者としてこうやって人を集めてみんなで
元気出して頑張っていこうと肩を叩くというよう
なことがありました。本当に橋本先生と出会えた
こと、いろんな団体の人と交流を持てたこと、こ
れをきっかけにと言ったらまた失礼になるのです
が、これから先の郷土芸能のあり方、1 年に 1 回
のお祭りだけでなく沢山の支援を頂いたからこ
そ、みんなに元気だと舞を披露する場を、いろい
ろなイベントを考えていきたいと思っています。
【司会】佐々木さんは、一年に一度のお祭りが大
切で、そこがみんなで集まる場所だということを
強調されていました。笹山ご夫妻はいわばその場
所を作ってしまったということになるのかもしれ
ません。一つだけ補足させていただくと、鵜住居
虎舞はご近所のなかでずっと継承されてきまし
た。外でも公演されますが、基本的に町内で活動
されてきました。それに対して、鵜鳥神楽は以前
から沿岸の村々を回っていきます。地域社会との
つながりにおいてかなり性質の違う団体だという
ことです。では、その舞手のお一人である工藤さ
んにお話をお願いします。
【工藤淳泰】私は普代の鵜鳥神楽に所属している
のですが、生まれた所は普代村の南隣の田野畑村
で、そこが実家です。田野畑にも大宮神楽という
のがあって、わたしの師匠も大宮神楽をかけ持ち
でやっています。その関係で私もその神楽を習う
ことになって、鵜鳥も一緒にやることになりこう
やって参加しているわけです。
　田野畑とか普代も津波の被害はないわけではあ
りませんが佂石などに比べたら小さな被害でし
た。神楽衆も 1 名亡くなっているのですけど、神
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社のほうは大した被害はなくて、山のほうにある
ので、神楽にはあまり影響はなかったのです。で
も、神楽で巡行するところは海沿いの南側ばかり
なのでその宿がほとんど流されているという話を
聞いたときに、「ああ、もう神楽自体なくなるな」
と最初に考えました。これまでも舞手も少ないし
ぎりぎりの人数で、無理してやっている演目も
あったので、さらにやる場所もなくなればもう神
楽自体がなくなる、と思っていました。高齢者が
多い神楽で、今太鼓叩いている人も 86 歳です。
普通に考えたらいつ倒れてもおかしくない訳で、
その次の年代、自分から見て親父の年代がいない
から、その人たちがいなくなったらもう終わりだ
し、舞手も実際 3 人くらいで神楽をまわしていた
ので、もう無理だというのが正直ありました。神
楽に行っても次から次にこれ舞って次これ舞って
という状態で、これでは全然楽しめない状態でい
たのです。
　そんなことをいろいろ考えながら 1 年、2 年と
神楽を続けてイベントとかでてやってきました。
その間で震災があって、夏に橋本先生に初めて会
いました。芸能関係の専門の先生らしいと神楽の
人から聞いて、「そうなんだ、たまにこういう人
来るからな」という感じでした。今になってみた
らすごい人で、神楽をやる場所を提供してくれた
り、関西などにも話を繋いでくれたり、いろんな
ところに舞える場を提供してくれています。でも
そのころはまだ神楽のメンバーも全然足りない状
態だし、先が暗くて未来があるのかなという状態
だったのです。
　震災で奈奈子さんたちともさらに近くなれたこ
ともあります。その前までは神楽の宿主で知って
はいたのですけどメールや電話をするというのは
全然なく、行けば「ああ、どうも」というぐらい
の知り合いだったのですが、津波の後からはすご
く近くなって、宿主なのだけど親みたいな、不思
議な関係になりました。震災があって自分たちの
神楽が巡行を自粛すると言った時も、わざわざ普
代までお願いに来てくれ、「なんだこの人たちは」
という感じもありました。そうしているうちに笹
山さんたちの息子さんが神楽をやりたくて普代に
就職するという話を聞いて、「こいつは馬鹿なん
じゃないか、そこまでしてやるもんじゃないだろ
う」と私は思っていました。しかし佂石から神楽
をやるために普代まで来るという人はたぶん今ま
でいなかったと思います。田野畑や普代の人が中
心になってやっていたものだったので、そこまで
他の所の人がやるなんて 1000 年に 1 度くらいの、
一生に 1 回あるかないかの話なのではないかなと
思って、そういうのが来るのだったら暗くなっ
ている場合じゃない、若い人たちを育てなきゃな
らないし、それで少し明るくなりました。さらに
高校くらいまで神楽をやっていた後輩 2 人が同じ
ようなタイミングで普代の地元に戻ってきたので
す。その 2 人は鵜鳥神社のある部落の出身なので
すけど、若い人が一気に 3 人も増えて、これから
今までできなかった演目も増やしてどんどんでき
るなという話になって、今すごい神楽が盛り上
がっていて、これから楽しくなっていくのではな
いかという感じです。
　今まで津波があって巡行を自粛していても、来
てくれ来てくれと呼ばれて、そこに行って神楽演
じて喜んでもらってよかったなというのもある
し、実際そういう人たちを喜ばせて支えていると
いうより、逆に自分たちが支えられているような
感じがしています。被災している人から助けられ
ているようで、本当は私たちが元気を与えなけれ
ばいけないのにこちらがもらっている感じがある
から、それを何年かかかってみんなに恩返しで、
北の土臭い荒々しい神楽をこれからも続けていけ
ればと思っています。
【司会】地域とのつながりを最初の 2 組の方がお
話ししてくださいました。工藤さんはそれととも
に、人とのつながりについてお話しくださいまし
た。これも共通のテーマだったと思います。震災
後にさまざまなつながりがでてきて、そのなかで
橋本さんが結節点となっていたということです。
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総合討論
【橋本】もともと私は鵜鳥神楽の（無形文化財の）
県指定のお手伝いをしていただけでした。田野畑
村の大宮神楽としては県指定になっているので
す。鵜鳥神楽というのは芸能史とか民俗芸能研究
者の中ではとても有名で、（文化庁の）「記録作成
等の措置を講ずべき無形文化財」の中に入ってい
るので、おそらく知らない研究者は一人もいない
はずです。なのに、私は 4 年しか岩手にいなかっ
たのですが、文化財審議委員になって鵜鳥神楽が
村指定だと知って、「はあ、岩手県は何をやって
いるの、恥ずかしくないか」と思いました。そ
れを聞いたのが宮古市長だった熊坂義裕先生、い
まは盛岡大学の先生ですが、彼は黒森神楽のパト
ロンみたいな感じで黒森の舞納めを見に行って、
帰りに奥さんが普代村の教育長で、それで鵜鳥神
楽が県指定になっていないことを初めて知りまし
た。冗談じゃないと思ってすぐにお正月に行った
のです。日本を代表する超有名団体なので、2011
年 2 月くらいに県指定にしたわけです。それで本
来はお役目終わりのはずでした。
　私は神楽を自分で研究している訳ではないので
すが、早池峰神楽のユネスコ世界無形文化遺産指
定もあって、岩手も神楽ブームのような感じだっ
たのでお手伝いをしていました。それで終わり
だったはずなのに震災になってしまいました。で
すから震災前にお付き合いのあったのは鵜鳥だけ
でした。
　7 月に、奈奈子さんが言っていた避難所での神
楽披露の機会に連れて行ってもらいました。その
時に初めて笹山ご夫婦に会いました。今でも覚え
ているすごい場面があります。年配の女性がこら
れて、踊りの先生をされていたお嬢さんが亡く
なって、その着物を全部「神楽衆に着て舞ってほ
しい、供養としてやってほしい」と言われました。
鵜鳥の神楽ってそうやってお衣裳をいろんな方か
らもらっているようなのです。
　その時にこの 2 人が宿主だっていうので、どう
いうおじいさんとおばあさんだろうと思っていた
のですけど、「ヤンキーみたいな」すごく若い夫
婦がでてこられました。でもすごく信心深くて、
旦那さんは被災した権現様（獅子頭）をレスキュー
して、奈奈子さんの実家は権現様の避難所と化
しています。いろんな孤児となってしまった権現
様を助けて、持ち主が見つかるまで預かっておら
れるみたいです。そういう中で鵜鳥の人たちと出
会って、こういう関係になっていったのです。
　鵜住居の場合も偶然からつながりました。実は
盛岡大学の大矢邦宣先生と一緒に、鵜住居観音堂
のバラバラになった十一面観音の破片を探してい
ました。同時に（震災後最初の支援を受けられな
かった）虎舞のことも自分が支援をできないかと
思っていました。岩鼻さんが盛岡に住んでいたの
で、単身赴任同士仲良くご飯を食べていました。
そのうちにだんだんこういうつながりができてき
ました。
　工藤さんが話してくれたように、基本的にはと
んでもないことだったのだけど、震災で普段あま
り会わないようないろいろな人たちが寄り集まっ
てきている。沿岸はネットワーク社会だと思うの
です。確固たる土地があって、その入れ物の中に
人間が住んでいるというよりも、いろいろな人同
士がいろいろな活動を通して繋がっていく、それ
が神楽だったり虎舞だったりして、それらを中心
にしてある行為を共有しながら繋がっていく、そ
のことによって成り立っている社会だと思うので
す。笹山夫婦のお家にはよく泊めてもらうのです
が、いつもそのような話を夜中までしていまし
た。奈奈子祭もそのあらわれだったし、今日のこ
ういう場も次のつながりになる場になったらいい
と思っています。
【司会】震災後、演じる場所が変わったり、いま
までお付き合いがなかった人と、特に他の団体と
交流したりするということがあったとうかがって
います。実際舞っていらっしゃる方にお伺いした
いのですが、それによって何か変化はありました
か。あるいは、関係ない、別のところと交流して
もうちは独自にやっているということでも構いま
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せん。
【佐々木】他の団体と接することによって、団体、
団体で何か考えていることは共通する部分がある
ということを実感できました。小さいところもこ
だわりを持ってやっているのだなというようなこ
とです。
　一度埼玉で公演をしてくれという依頼がありま
して、気合を入れていきました。ところが、実際
行ったらどうしようもないような体育館だったの
です。体育館をさらに半分につめて画用紙みた
いなのに「がんばれなんとか」みたいなものが書
かれていて関係者が体育座りをして見ているよう
なイベントだったのです。われわれを呼ぶという
ことは結構な金額がかかるわけです。もちろん東
京まで行くので交通費その他で 50 万円ぐらいで
しょうか。「こんなところか」とみな思ったので
すが、私はどんな素晴らしい会場でやるよりも、
その小さなところに金をかけてまで呼んでくれた
ということに感激しました。みなでそこで一生懸
命踊ったという記憶は、衝撃のように残っていま
す。
【橋本】鵜住居虎舞には荒馬座の存在が大きいと
思います。わりと外でやりなれている、いろんな
状況に対応するような柔軟性を持っていると思い
ます。
　一方で、もともとは地域でやっている芸能です
から、ずっと昔ながらのやり方でやっているとい
う団体も沿岸には非常に多いわけです。いい意味
で外と閉じているというか、文化財保護とかいう
話ではなくて、自分たちのためにやっているとい
う完結した状況です。しかし、そういう団体は震
災後すごくしんどい面もあります。
【佐々木】一言付け加えておきたいのですが、鵜
住居虎舞が支援を受けられなかったという話があ
りましたが、われわれは橋本先生に話を聞いても
らえるだけで「心の復興」になっていて、すごく
感謝しています。
【工藤】私の場合、以前から他の団体と結構会う
機会があり、（他の団体は）人数が多くて後継者
に困っておらず羨ましいというのが一番の印象で
した。体育館でもやったことがあるし、野外ステー
ジでもあるしいろいろな所で舞っているので、変
わったことはなかったです。
　ただひとつだけ、関西に行ったときに、向こう
の神社（兵庫県の西宮神社）ではお客さんに神楽
を見せるのではなく神様に奉納するっていうスタ
イルだったことにすごくびっくりしました。普段
だと、神社を背にして幕を張り、そこから神様が
お客さんに向かってでてきますので。確かに、神
様に見せるとなればそういうスタイルになるので
すが、お客さんには尻を向けているのが不思議で
した。
【佐々木】われわれは神社に向かって踊るのが普
通です。虎舞だけでなく、ほとんどの団体はそう
だと思います。神社に向かって踊りだすので、神
社で踊る時にはお客さんはまったく関係ないです。
【橋本】むかし阿部武司さんがお撮りになった映
像に、笹山奈奈子さんの実家でやっていた宿で、
2 年に一度神楽さんが来ると涙を浮かべている様
子がありました。もう目がキラキラしていて。本
当に待ち望まれているという感じです。（神楽衆
は）生き神様みたいな存在で、また権現様が来る
というのがいちばん大事なのでしょう。西宮神社
はえびすの総本社ですから、そこで神社に奉納す
るのは非常に素晴らしい縁でした。
【阿部】交通費とか時間もお金もかかるのですけ
ど、その分も全部負担していただいて呼んでいた
だける機会はこの 2 年間ですごく増えたなと思い
ます。
【司会】あんまり外にばかり出ていると地元がお
ろそかになってしまう、という意見が出たことは
ないですか。
【佐々木】ありますね。ないわけではないです。
だから、地元を第一に考えていけないのはありま
す。
【橋本】今やはりそういう声は、他の県ですが、
やはりあります。震災のシンボルみたいな感じで、
奇跡的に復活した団体で、やはり地元から批判が
でてしばらく出て行くのはやめようと決めたとい
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う話を聞いています。大槌の城山虎舞なども先頭
きってめちゃくちゃに頑張っていました。いろん
な批判もされていたみたいですが、それでも振り
切ってトップランナーですごく頑張っていたよう
に思います。時間が経ってくるとそれでいいのか
という話もまた出てくるかもしれない。
　これから外からの支援が減っていくと、そのあ
とどのように公演する場所を作るかということも
考えなくてはいけません。今までは与えられた新
しい場だったのですが、この先ご本人たちがどの
ように作っていくかです。
【笹山政幸】表面上の復興というのは進んでいく
でしょうが、地区としては住民が戻ってきて初め
て復興なのではないかと思って私はやっていま
す。これからも住民が戻ってくる、一日でも戻っ
てきて一日でもいいから何かイベントをやって、
また震災前の人と話したりして、やっぱりまた戻
りたいという気持ちを作ってやれればと、小さく
ても続けていきたいと思っています。
【橋本】中野七頭舞は全国にネットワークがある
ので、その点は強いです。
【司会】佐々木さんは盛岡にお住まいで沿岸と行
き来されていますが、今話に出た、場を作るとい
うお話はいかがですか、鵜住居は地域自体がもう
ほとんどバラバラになって仮設も別々にお住まい
になっている状況だと思うのですが。
【佐々木】やはり一番の課題は職場じゃないです
か。何もないところにポツンと一人でいるとなる
とやはり気持ち悪いです。そこに仮にお金があっ
て家を建てたとしても周りに何もない。復興とは
何でしょう。私にもよくわからないですが、復興
住宅みたいなものが早く建ってくれないと、外に
行ってしまう人たちも多いのではないのかと思い
ます。
【司会】虎舞の集まりでしか会う機会がないとおっ
しゃっていましたけど、逆に虎舞があるから集ま
れるということになるのでしょうか。
【佐々木】そうです。正直うちのメンバーでも両
親をなくして鬱になっているのもいます。どう励
ましたらいいか、言葉が出てこない状況です。も
う呼んでも出て来ない、どうなっているのかもわ
からない、そういうメンバーもいます。やっぱり
出てきていろんなことを喋らせる、それで話を聞
く、そういう場が大事なんじゃないのかと、それ
が馬鹿話だろうと何だろうと。いろいろとストレ
スも溜まっているのでそういうのも大事なのでは
ないかと思います。
会場からの質問と応答（抜粋）
Q.  舞手を支えているのは青年会ですか。継承の
仕方を教えてください。
【佐々木】舞手はうちの団体では、「ささら」といっ
て子どもたちが着物を着て化粧をして槍を持って
やるのが小学校 6 年生までです。舞手は中学校 1
年生から練習します。舞手は中学校 1 年生から私
45 歳で舞っていますけど私くらいの年代までい
ます。「家系」もあります。家によって「太鼓まき」
とか「笛まき」とか、誰も決めていないのですが、
そういう人間になってしまいます。踊り手もこう
いう踊りが得意、笛もこっちが得意、暗黙の了解
でそうなります。
　たぶん会場にいる方には虎舞の団体はみんな同
じに見えると思います。でも団体ごとに踊りは全
然違います。あと、うちの団体の虎舞は 2 人 1 組
でやるのですが、1 分を超える踊りはまずできま
せん。とてもじゃないですけど重くて体力がもち
ません。
【笹山政幸】地元にいる人間であれば、この鵜住
居虎舞では虎の頭にすっぽり入ってしまうので足
しか見えないですが、足の動き方とか手の振り方
で誰が入っているのか分かります。太鼓でも、後
ろを向いていても誰が叩いているのかすぐわかり
ます。
【司会】小さい頃は皆さんやられていて、その中
で残った人だけが虎舞をやられていると考えてい
いのですか。
【佐々木】そうです。みな呼ぶのですが、どうし
ても嫌な人には強制はできません。沿岸の人たち
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は「ぜいごたろ」といって結構尻込みします。で
も 1 年に 1 回のお祭りというのは夜になるとみん
なテンションが上がってきます。そこで「私は来
年もやるぞ」という子どもと「来年は疲れるので
やりません」という子どもに分かれてしまいます。
【工藤】うちは氏子さんたちがいて舞立ちと舞納
めの儀式のときには来るのですけど、巡行の時に
は先立ちの人が宿を確保して連絡して、そこに巡
行していくのは神楽メンバーだけです。
　神楽はみんな小学生くらいからやっています。
普代の小学生は学校でやっています。ただほとん
ど学校で神楽を習った人は神楽には入ってこない
で、卒業したらどこか就職して遠くへ行ってしま
います。今神楽に残っているのは学校とは別に、
小さい部落でうちの場合だと師匠と同じ地域に住
んでいるのですが、中学生くらいから習った人で
す。最初は 13 人くらいで習ったのですが、結局
学校卒業して高校になれば抜けて残ったのが私だ
けでした。この前戻ってきた 2 人というのも高校
の時までは本気でやっていた人です。
【阿部】中野七頭舞はまず小本小学校に入学して
卒業した人なら、みんな七頭舞を踊れると思いま
す。そこから中学生に上がる時に保存会に認めら
れた上手な人は続けます。大学に行って東京など
に行っている友達でも、イベントのためにこっち
まで戻ってくることもあります。
【司会】神楽はひとりで踊る場面がかなり多いで
すし、集団でやる七頭舞とは少し芸の性質が違う
というのが、継承の仕方にも関わってくるのでは
ないでしょうか。
【橋本】神楽はものすごく楽しいエンターテイン
メントだったり、爆笑するようなエッチなショー
だったりもしますが、権現様がものすごく大事に
特別に考えられています。笹山さんのお宅では震
災の 2 日前にお告げのように鵜鳥の神様が知らせ
てくれた、ということがありました。もしよかっ
たら話していただけますか。神楽がどれだけ大事
にされているかわかる話だと思います。
【笹山奈奈子】震災の 2 日前に、私はたしか津波
が来た境界線のあたりで鵜鳥神楽の人たちが神楽
を舞っている夢を見ました。その日、90 歳の祖
母ちゃんも神楽の夢を見たと言うのです。台所に
行って母にそのことを言ったら、三世代が同じ日
に鵜鳥神楽の夢を見ていました。すごく胸騒ぎが
して神楽衆の人にメールをしたら、大丈夫、鵜鳥
さんが守ってくれるからいいことあるから信じて
いてという返信をもらったのです。
　その 2 日後に震災に遭いました。夢を見た 3 人
は波をひとつもかぶることなく無事だったのです
けど、夢を見なかったうちの父親と旦那は波にの
まれていました。うちの娘は佂石東中学校にその
ときにいて、津波からギリギリ逃れた状態で、ど
うにか濡れながらも逃げました。本当に夢を見た
3 人だけひとつも水をかぶることなかったから、
守ってもらったのかなと思いました。それで震災
後 1ヶ月間、鵜鳥神社の手ぬぐいを首に巻いて、
汚れてもずっとそれを離さなかったです。
Q.  民俗芸能はどれほど岩手県の沿岸独自のもの
なのでしょうか。内陸との違いはありますか。
芸能が観光に結びつくという話がありました
が、それは成り立っていけるのでしょうか。
最後に今回の震災からできた教訓があれば教
えてください。
【橋本】研究者の中で岩手は民俗芸能の宝庫とし
て有名です。ただこれまで注目されてきたのは花
巻や北上で、県指定無形文化財も多いです。東北
の中でも岩手はとびぬけて芸能が多くて、学校
教育にもかなり高い比率で組み込まれています。
日本でそれに匹敵するのは沖縄ぐらいだと思いま
す。ただ、県指定になっているのは青森のほうが
多いのが現状です。
　内陸でも冷害など大きな影響がありましたから、
人間がコントロールできないものに対して祈った
り願ったりということが今でもあると思います。
私が岩手に来て芸能とはこういうものなのだと気
づきました。
　ただ沿岸に関しては、さきほどもいったように
ネットワーク型社会です。数十年に一度訳のわか
らないことになって人がいなくってしまうわけで
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す。その都度例えば静岡から来た人が家督を継い
で、前からいたかのように暮らすというようなこ
とがあります。土地を占拠するというリアリティ
よりも、芸能とかお祭りとか行動を通して繋がっ
ていくということが沿岸の特徴だと思います。そ
れが震災のなかで見えてきました。
　2 つ目のことは、被災地観光というものなかで
郷土芸能がコンテンツとして成り立つかというこ
となのですが、分からないです。実際中央の大き
な資本にお金を持っていかれるかもしれない。だ
けど岩手の中の産業の中だけで大きなお金は回ら
ないし、やれることは全部やってしまいたいので
す。奈奈子祭だってとにかく強引にでもやってみ
ようと話しています。支援も2、3年は頑張れても、
10 年 15 年の維持には続きません。雇用までいか
なくても、郷土芸能を通してお金が作れる仕組み
を整備しないといけないと思っています。
　3 番目の津波から得た教訓ということですが、
これも鵜住居の虎舞のことを思い出します。鵜住
居は鵜住神社が上にあって観音堂が下にあるので
すが、もともと江戸時代までは一体で上にありま
した。神仏分離で観音堂が下に降りてそれが全部
流されました。盛岡大学にいらした大矢先生は、
お祭りというのは年に一度の避難訓練になってい
るとおっしゃられています。信仰にしろ、習慣に
しろ、それが身体化していると神社に逃げたりす
る人もいた。ずっと眠ってそのままでは消えてし
まうような伝統的な知恵にある種の防災的な意味
づけを加えていくということは必要だと思います。
【佐々木】沿岸は各家庭に「門打ち」をやってい
きます。例えば盛岡であれば、さんさ踊りは道路
一本でやって見に来たい人は来いというようなお
祭りです。ところが鵜住居などのお祭りは一軒一
軒「お願いします、虎舞いかがですか」という感
じで回ります。そうやって収入を得るわけですが、
そこが少し違うところでしょうか。
　私が個人的に心配しているのは、今はわれわれ
まだ 20 から 40 代の若い連中がけっこういるので
すが、問題はこれより下です。子どもたちに継承
しないといけないので、どうやって教えていこう
か、どうやって伝えていこうかというのが一番の
問題です。
Q.  佂石市にはたくさん虎舞があるようですが、
今日のお話はもしかしたら少し恵まれている
ところかもしれないという印象を受けたので
すがいかがでしょうか。他の地域の虎舞や神
楽はどうなっているのでしょうか。
【笹山政幸】市内の芸能団体はほぼ日本財団さん、
橋本さんのおかげで、太鼓や山車などが寄贈され
ました。去年 10 月に佂石祭りがあり、それまで
にどこの団体も太鼓・装束は、支援や仲間内のや
りくりで最小限は揃いました。佂石では津波が原
因で消滅した団体は聞いていませんが、活動の場
所や後継者が今後の問題です。
　過去の津波や戦争中の艦砲射撃の経験から、佂
石では各団体の防災の心がけとして、道具は絶対
1 箇所には置かないようにしていますし、獅子頭
は個人の家の神棚に祀ってあって、お祭りの前の
晩に宿になるところに持ってきます。私は佂石で
鵜鳥神楽の宿主を代行していますが、南部藩壽松
院年行司支配太神楽にも属しています。うちの団
体では獅子頭が 1 つ、お祭りの道具はすべて流さ
れましたが、それ以外の獅子頭と山車は無事でし
た。獅子頭は神様ですから、神様さえ守っていれ
ばいい、ともいえます。
【橋本】被害にはいくつかのレベルがあると思い
ます。まず鵜鳥神楽は、団体としては亡くなった
方は一人で、道具等の被害はない。でも訪ねて行
く神楽宿が大変なことになっています。
　鵜住居が恵まれているというのはちょっと受け
入れ難いコメントです。ただ、おそらく外に向け
て動いている構えを持っているという意味であれ
ば理解できる部分はあります。佂石の市内につい
ては、私は最初に日本財団のお金 2300 万円をつ
なげたのが佂石の虎舞保存連合会でした。だから
山車などを作れました。しかし鵜住居は保存連合
会に入っているにも関わらず、あまりにも状況が
ひどかったので、ここからの復活は無理だろうと
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いう判断をされてしまったわけです。それで、い
まだに山車を作れていないという状況です。
　片岸、両石虎舞は保存連合会にも入っていない
です。そこはそれぞれユネスコのお金が 350 万円
ずつ付きました。物置きと、木製の虎頭に 200 万
円くらいかかります。お金を手配して、もうすぐ
できます。しかし地域的には大変な被害を受けて
います。片岸、両石は非常に伝統的で佂石の中で
も一番古い団体なので、鵜住居のように外に攻め
ていくということはありませんでした。この前盛
岡でもやりましたけど史上初で、内部的にもスト
レスはあるようです。
　まったく支援が入っていないところでは、旧仙
台藩の常龍山御神楽などがあります。唐丹の桜ま
つりに出ていたところはつい最近まで把握されて
いませんでした。まだサポートしなければならな
いところはあります。
　今日この場に出てきている意味を考えていただ
きたいです。友達だから来ているというのもある
と思うのですが、それ以上に発信して伝えて繋い
でいきたい、外の力を導入してでも何とかしたい
という気持ちがあるから来ているわけです。
Q.  盛岡市で小学校の教員をしています。復興を
通した教育活動もしています。子供たちに伝
えたいメッセージをいただけないでしょうか。
【阿部】おじいちゃんおばあちゃんの話をいっぱ
い聞いてみたらどうでしょうか。生かせる部分は
たくさんあると思います。自分が芸能をしてみて
思うのは、地域の中で音があるところに人は集ま
りますし、動きがあるところには人の縁があると
いうことです。内陸の子どもたちにも、そういう
経験してもらえたらいいと思います。
【工藤】神楽の中で例えれば、お客さんに見せて
一番喜ばれるのは、自分が一番苦しい姿勢を耐え
てキープしているときです。修行して辛さに耐え
られれば、それだけ人を助けられるのではないか
と思います。
【笹山奈奈子】裏方の視点からは、人が集まって
何かをするときに率先して行動できる様子を大人
たちが見せることです。
【笹山政幸】ひとりの個人が率先したことがだん
だんいろいろな人を巻き込んで、自分に力を貸し
てくれます。達成感と感謝の気持ちを改めて実感
できますし、地域の人たちが 1 日でも帰ってきて
「ありがとう」と言ってくれて笑顔で帰る、そう
いう地域のお祭りや新たな人とのつながりを大切
にしたいです。
【佐々木】郷土芸能は一人ではできません。みん
なで集まって力を合わせてやるものです。協力と
か絆とか、あまり好きな言葉ではありませんが、
そういうものが生まれます。だから郷土芸能に限
らずスポーツでも何でも、一生懸命やってほしい
です。上手かろうが下手だろうが関係ないです。
【橋本】私は 2 つあります。鵜鳥神楽を笹山家に
引っ張ってきたのは、美久ちゃんという娘さんと
そのお兄ちゃんの英幸君です。彼らは神楽衆を面
白いおじさんとかお兄さんだと思って一日中つけ
まわして、ついにお家に神楽を連れて来てしまい
ました。面白い人と遊びましょう、面白い人と組
んでいろいろなことをやりましょう。今震災だか
らちょっと悲愴な感じに自分自身もなっていてい
つも良くないなと反省します。奈奈子さんの「暴
走」が人々につながりを生み出したように、面白
い人と遊んでいれば、いろいろなことが広がって
いくと思います。
　もう一つは、もし災害が自分の場所で起こった
ら、と考えて欲しいということです。私が今いる
大阪は海抜 0 メートルで、もし津波がきたら、全
部水没です。実際に秀吉の時代にそういうことが
ありました。大阪にも岸和田の地車とか河内音頭
とか「変な人たち」がいて、そういう地域は大丈
夫なんじゃないかと思っています。でも、いま大
学がある茨木市という文教地区はかなり不安で
す。沿岸では芸能が壊れないで自分を支える存在
になっています。自分たちが同じような状況に
なった時に、どのように人間の関係を作りなおし
ていけるかというのを考えてほしいです。
【司会】図らずも最後にいいまとめになりました。
今日のお話のなかで重要だと思ったのは、芸能そ
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のものの復興というより、それが地域社会そのも
のの成り立ちと深い関係があって、芸能がどうし
ていくのかということと地域をこれからどうして
いくのかというのはほぼイコールの課題だという
ことでした。それから、人が集まるにはやはり楽
しくないといけませんから、そういう単純だが根
本的なことも重要だということを改めて感じまし
た。
【注】
1 ） 橋本裕之「『神之沢鹿子踊解説』復刻秘話」、新田神之
沢町内会『神之沢鹿子踊解説』（1982 年）、2013 年復刻。
同書は橋本裕之氏、笹山政幸氏らの尽力により津波被
害を逃れた一冊が発見され、岩手県立大学総合政策学
部防災復興研究会の支援を得て復刻され、本シンポジ
ウムで披露された。
2 ） 阿部未幸「大地を踏みしめ、上を見て―中野七頭舞
と私―」『とりら』（ふるさと岩手の芸能とくらし研
究会）、第 6 号、2012 年、62-65 頁。
3） 同ビデオは阿部武司氏撮影の映像を元に岩手県立大学
総合政策学部防災復興研究会の予算で制作された。
なお YouTube で閲覧することができる。https：//
www.youtube.com/watch?v=Rpn_LTOxg9w
4 ） 鵜鳥神楽と黒森神楽は 1 年おきに交代で北回りと南回
りの巡行を行っている。
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